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て

所長 小 石 公二郎

新年おめでとうこざいます。皆様方におかれまして|よ、つつがなく新年をお迎えになられたこととお慶び申し

上げます。

種々こ協力頂いた関係者の皆様方や真面目に訓線に励まれた利用者の皆様、職務に精励して頂いた職員な

どに支えられ、大過なく2度目の新年を迎えられましたことに厚く感謝申し上げます。

さて、昨年1よ、障害者総合支援法、障害者虐待防止法、障害者優先調達推進法などが公布され、障害者関連

の施策の見直しや充実が図られました。また、今年も各地で災書が発生し、中でも7月の九州北部豪雨で|よ長年

交流させて頂いてしヽる竹日市立南部小学校及び□一タリークラブなど関係者の一部の方が被災されるなど悲

しい出来事もありましたが、スポーツではロンドンオリンピックに続いてパラリンピックが開催され、1多了した

方の活躍も見ることができました。

センターで|よ、計画していました各種の文化・スポーツ行事なども盛大に開催することができ、また、訓線成

果を確認したり地域の障害者との交流が図れる外部の行事にも参カロすることができました。その中で、全国障

害者スポーツ大会で原日さんが優勝 (50rIR走区分10部門)したのを|よじめ、ボッチャクラブ|よLESPOカ ップで

3チームが優勝・3位 ・4位、ツインバスケットボールクラブ|よ大分かぼすカップで大量得点、また大分国際車い

すマラソン (ノいワ)で|よ初参力Bの4名全員が完走 (小倉さんがT51クラス3位)、さらに、アビリンピック大分

大会のワードプロセッサ部門で|よ濱尾さんが3位入賞するなど、前年|よ、入所中に始めた競技で経験が浅いに

もかかわらす好成績を収めた利用者の活躍が顕著な年であつたように思います。

私事で恐縮ですが、「新年を迎える」ということについて|よ、子供の頃より特別な感情をもつてしヽたわけでな

く、12月31日の翌日が1月1日で何も変わらないけれど、年末から年始の儀式が終わつた後の初詣をかねた小

旅行や学校が休みでこ馳走が食べられお年玉が貰えたこと、現在|よ年末年始の休みが嬉しいとしヽうのが本音

です。

しかし、私なりに「新年を迎える」ことの良さを感じていることがあります。一つ|よ、のんびり自分の時間がも

てることです。私の場合|よ、恥すかしながら自己研鑽に努めるので|よなく日頃不思議に思つたことを退屈しの

ぎに調べてみることです。例えば、新年に関することで|よ、十二支の中になぜ身近にいる猫がいないのか、なぜ

子丑寅…の順なのか、年賀状、お年玉、初詣の|よじまりなどについてです。十二支に猫がないの|よ、神様が動物

に「元旦に集まつた順に「年」をやる」とおふれを出したところ、猫|よ集まる日を忘れて鼠に聞いたところ2日と

言われたので2日に行くと、神様から「顔を洗つて出直して来い」と言われたことに由来するとか…。以来、猫|よ

よく顔を洗うし、嘘をついた鼠を追いかけるのだといつたおもしろい雑学が畜えられます。二つ目|よ、前年の悪

しヽことや中途半端なことが元旦でリセットされるという錯覚をもてることです。この錯覚により、しヽつまでもく

よくよしたり不安な気持ちを持ち続けなくてすみます。毎年私|よ、前年の反省を踏まえて心新たに新年をスター

トさせるのですが、長続きせす、また反省としヽうことを繰り返すのがこの時期のイベントとなつてしヽます。今年

十よ、無理のなしヽ目標を立て年間をとおして頑張つてみようと思しヽます。

センターで|よ、重い障害のある利用者の方の就労支援や健康・自己管理などに新しい試みや工夫を力Bえ、よ

り充実したサービスを提供できるようにしたいと思つていますので、引き続きこ支援こ協力を賜りますようよろ

しくお願い致します。

迎 えを劫 等
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疑 Q回1木分国隆専Dけ張 ソンを大会
訓練部門 木 畑 聡

「4人揃つたところで取材したいのですが…」。新聞社の記者の方が日高さん、小倉さん、原さんに声をかけ

ています。「1人いなしヽんですけど…」「―服してるんじゃなしヽですか～?」大分市営陸上競技場のゴール付近、や

や傾きかけた秋の日差しに風が心地よく吹いています。皆さんレィス後と|よ思えなしヽような元気な様子です。当

日早朝まで雨模様だつた天気も見事に持ち直し、絶好のコンディシヨンに恵まれた第33回大分国際車いすマラ

ソン大会。当センターから出場した選手全員が完走したのです。

今年十よ最重度のT51クラスに|よ小倉さん、原さん、T52ク ラスに|よ竹日さん、日高さんの4名 が出場しました。

線習開始が遅くなつた関係で、皆さん八つ の距離21 kmを無事に走りきれるかどうか、難関の5 k rll関門を通過

できるかどうか、大会直前までたくさんの不安要素を抱えながらの出走となりました。

4名 の中で練習も最も多くこなし実力もありながら、大会当日、体調がよくなかつた日高さん。いつ止めよう

かとの不安もありましたが、4名 中トップでゴールまで走りきつたこと。4名 の中で5 krn関門を必死の形相で

最後に通過した原さん。原さんが関門を通過したところで関門閉鎖され、その後|よ前方に見える選手を=人 す

つ捉えながら21 km走りぬいたこと。大会直前まで、調子を上|ザられなかつた竹日さん。長い距離を練習で走り

きることができなかつた中で、レTス 後半で|よ爆走をみせてく

れたこと。原さんと励まし合いながら練習を必死にこなして

しヽた小倉さん。初出場ながら、センターOBと 競り合いT51ク

ラスで3位 に入賞したこと。多くの熱しヽドラマとゴール後の穏

やかな雰囲気が対象的だつたことがとても印象的でした。す

つと記憶に残る10月28日となりました。

終了者の方々も13名参allされていました。大会で元気な姿

をお見かけすること|よ私たち職員も本当にうれしい限りです。

また来年も会場でお会しヽしましょう。

(利用者 」ヽ 倉 敬 史 さん)

僕が車いすマラソンに出会つたの|よ、センターに入所してlヶ月が経つた頃でした。

木畑さんに「ロンドンパラリンピックに出場した井上選手がセンターに来所されるので興味があれば見学して

みないか」と言われたことがきっかけでした。実際に丼上さんが□一ラーを漕ぐ姿を見て、一気に自分もやつて

みたいと思しヽました。初めのうち|よ1 00rlR漕ぐのも辛く、また真夏の練習だつた為、とても暑く大変でやめたい

と思うこともありました。しかし、その気持ち以上に練習を積む事で漕ぐスピード、距離がどんどんと伸びてい

くのが実感でき嬉しかつたです。大会が迫るにつれ、線習も八―ドになり体力的、精神的にも辛かつたですが、
一緒に出場する仲間や線習をサポートしてもらえる職員の方々がいたからこそ、頑張ることが出来たと思しヽま

す。レィス中|よ、職員の方や見す知らすの方の応援がとても励みになり、無事に4人で完走することができ、とて

も嬉しかつたです。大分国際車いすマラソンに出場できたこと|よ、僕にとつて自分もやれば出来るんだという自

信となり、か|ナがえのない思い出の一つとなりました。

(利用者 日 高 浩 輔 さん)

僕が車いすマラソンを始めたきっかけ|よ、スポーツの担当

の木畑さんにやつてみたらと勧められて、とても軽しヽ気持ちで

始めました。ですが実際にやつてみると、とても八一ドで、本

当に20キロなんて走れるのかと思いましたが、練習を重ねて

いくと徐々に距離もタイムも良くなつていきました。そして本

番当日|よ、上り坂や向かい風など本当にきつかつたけどなん

とか完走できました。練習|よきつかつたけどやってきてほんと

に良かつたと思しヽました。来年もまた参allできたらもつと上

の順位を目指したいです。
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去る10月13日(土)、第21□文化祭が開催されました。

ポスターについて|よ、利用者から9作品の応募があり、利用者及び職員等の厳正な

る投票結果、日高浩輔さんの作品が選ばれました。文化祭のテーマ|よ「絆」。ポスター

も、人と人とのDな が切や「結びつき」をイメージした温かさの感じられる作品でした。

当日|よ、訓練紹宗 福祉車両の展示、特別企画、模擬店等で文化祭を彩りました。

訓練紹介で|よ、PRO【 スポーツ訓練紹介を十よじめ、福祉機器の展示、トァルペイントや織り物体験等の企画もあり

ました。また、今年1よ特別企画として、カラオケ大会や別府市民吹奏楽団による演奏会なども行われました。カラオケ

大会に|よ7組が参allし、懐メロからロック・ポップス等の幅広いジャンルの歌や名前入りの団扇を用しヽた応援なども飛

びだし、来場者の方々を大しヽに楽しませてくれました。

別府市民吹奏楽団によるフ レートとギターの生演奏で|よ、童謡アニメソング・クラシックなどが披露され、心の奥深

くまで響き渡るような心地よしヽ音色で満たされました。

今年度|よ、多くの方々が積極的に関わつてくださつたおかげ&

例年以上に盛り上がることができました。また、地域の方々や利

用者のこ家族にとつてもセンターの訓練内容を知つていただく上

でよい機会になつたものと思われます。

皆さまからいただいたこ意見を参考に、次年度もますます充

実した文化祭が開催できるよう検討してしヽきたしヽと思います。文

化祭の運営にこ協力しヽただいた関係者の皆様、並びにこ来場い

ただいた来場者の皆様に、この場をお借りして御礼申し上げます。

室
ポ

昨年6月14日(木)に、竹田市立南部小学校から当センターに恒例の「友情のホタル」が届きました。そして、11月9日

(金)に|よ「ホタルの答礼」として、今度|よ当センター利用者3名と職員6名が南部小学校を訪間し、児童や関係者の皆

さんとの交流を行いました。

「ホタルの答礼」当日|よ、児童や関係者の皆さんのお迎えのあと、歓迎会やボッチャゲーム等を通して親睦を図りま

した。ボッチャゲームで|よ、当センターのボッチャクラブ員である利用者3名が、ルィルや作戦について説明しながらゲ

Aを 楽しみ、大いに盛り上がりました。

昼食|よ、5～6年生の教室で児童、職員、関係者の皆さんと一緒に学校給食を

いただき、私たちにとつて|よ懐かしくも楽しい一時を過こすことができました。

昨年7月の九州北部豪雨災害で|よ、同校でも被災された児童がいたとのこと

こ 大変こ苦労されたと伺いました。また、水害がホ例 レの生育に影響することが

懸念されるとのお話も聴かれました。この交流が始まつて47年目、竹日市の豊か

な環境が守られることをお祈りしつつ、こうした心温まる交流が続しヽてしヽくこと

を願つてやみません。

8タ ル の 各 魁

ボッチヤクラブで|よ、最高で3位に終わ た昨年度の大会以来、メンヽい の補強

も行しヽながら日々線習に励んできました。今回のメンバー|よ総勢10名、ベテランメ

ンバーだけで|よなく経験の浅しヽ初心者や2名の女性利用者もallえ、初めて3チー

ムを編成して上位入賞を狙いました。

いよしヽよ9月16日(日)の大会当日、主カメジヽい のァ人が出がけに転倒して1垂

我をしてしましヽ、出場が危ぶまれる八プニングもありましたが、何とか2試合目か

ら|よ出場でき、メジⅢい も一安心。3チームが互いに声を掛け合い、作戦を練りな

がら着実に勝ち進みましたが、準々決勝で|よセンターAチ ームとBチームとの試

合となつてしましヽました。 結 果|よAチ ームが大逆転で勝利し、しヽざ念願の決勝

戦へ。対戦相手|よ何度も優勝している常連チームでしたが、最後までリードを許

すことなく見事に勝利を収めました。Aチームに負けたBチームも3位入賞を果た

すなど、メジヽい 10人の気持ちが一つになり、表彰式で|よ頂いた小さな優勝カッ

プを皆で回しながらでつかい勝利を味わいました。

準々決勝 (当センターAチ ーム対Bチーム)

優勝カップと3位 の楯を持つて記念撮影

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●t 4 ・・・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●t



●センターだより 78号

第12回全国障害者スポーツ大会「ぎふ清流大会」に参カロ匠

看護部門 阿 部 勝 也
平成24年 10月11日から6日間の日程で岐阜県で開催された全国障害者スポーツ大会 (10/13～15)に、当センタ

ー利用者の原日勝洋選手と参力8してきました。原日さん|よ、6月の県大会で好タイムを出したことから、全国大会ヘ

出場することになり、数年ぶりのセンターからの参力Bです。

今回の同行|よ、設備の整つているセンター内での身体介護、看護と|よ違い、一般設備のホテル (ビジネスホテル)

で宿泊であり、1日24時 間の介護・看護という事もあリプレッシャーでした。出発前に原日選手の担当者より、参力B

期間中の入浴や排便についこ 使用する器具や留意することなどの指示をいただいた事で、準備の段階ですこく心

にも余裕が生まれました。出発当日に|よ多くの見送りに原日さんと共に緊張した雰囲気の中で出発しました。

電車、新幹線での移動に約6時間強。岐阜に着いた時に|よすでにヘトヘトでしたが翌日に|よ会場でのり八一サル、

待機場所、出場門の確認や車いすの点検など予定が詰つており、疲れている暇|よなく2日目も終了しました。

原日さん|よ大会2日ロスラローム競技と、3日目の50rn走 の出場。引率者の緊張と|よ関係なしに、なんと1両競技

共に金メダル!引率者として|よ緊張をしないようにとか、頑張れるようにとか…考えてしヽたのに50rnで|よ大会新記

録。努力の結果と|よしヽえ、この記録に|よ驚きました。

大会自体|よ3日間の期間で行われ、閉会式翌日に|よ岐阜から大分まで約6時間かけて復路。別府に着いた時に|よ

夕方になつていました。お互い真つ黒に日焼けした顔で、秋の肌寒さを感じながらもセンターヘ無事に帰所。出発時

と|よ違しヽ、みんなのお出迎えに|よ原日さん|よ自信と安堵に満ちており、引率者としても嬉しく、無事に帰つて来られ

た事にホッとしました。

大会へ|よ移動、準備も含め6日間。身体障害者、知的障害者の方々との旅で多くの障害者の方と話をする事もで

きました。少し手話も習いました。彼ら|よとても純粋で、競技に真剣に取り組む姿に|よ正直、感動を覚え応援にも力

が入つたの|よ事実です。この感動|よ行つた人にしか分からないかもしれませんが、すこく楽しかつたと表現できる6

日間でした。

次回の開催地|よ東京だという事です。また参力Bすることができるのであれば、選手も同行者も楽しく感動しても

らいたしヽと思います。

最後に、大分県障害者スポーツ協会の方々、岐阜県の大分チーム担当スタガ 、ボランテプ スタジ など多くの

人々のこ支援により無事大会を終える事が出来ました。感謝の言葉でいつぱしヽです。ありがとうこざいました。

<原 日勝洋選手記録> ○ スラローム 1分 32秒 6 050rYR走  33秒 69(大 会新)

顕髄損傷者に対するり八ビリテーション研修会に参力回して

司|1練部門 時 枝 陽 子
平成24年 11月17日(土)に埼玉県所沢市の国立障害者り八ビリテーションセンターにおいて「頸髄損傷者に対する

り八ビリテーション研修会」が開催されました。

病院や施設等の関係者約260名 が参力□、関東地区が7割を占め、遠方|よ北海道、九州からの参カロがありました。

午前、第1部として、国立障害者り八ビリテーションセンター病院 健 康増進センター長の飛松好子氏による基調

講演「中心性頸髄損傷者のり八ビリテーショ:刀がありました。脊髄損傷の疫学、日本の超高齢社会における位置、頸

髄損傷の基本的知識から、国立障害害り八ビリテーションセンター病院で行つているり八ビリテーションの現状に関

しての内容で専門医師ならで|よの分かり易い講演でした。

午後、第2部として、国立障害者り八ビリテーションセンター自立支援局、伊東重度障害者センター及び当センター

の3施設から「中高年頸髄不全損傷者のり八ビリテーションの実践事例」というテーマで事例発表がありました。当セ

ンターから|よ、作業療法士が同‖練意欲の向上により家庭復帰の目標を達成した事例」の報告を行いました。

第3部として、「中高年頸髄不全損傷者のり八ビリテーションの現状と

課題」というテーマで伊東重度障害者センター作業療法士、国立病院

機構村山医療センター ソ ーシャルワーカー、東京頸髄損傷者連絡会

目」会長、医療法人若水会 関 谷クリニック理学療法士(訪間り八)、国立

障害者り八ビリテーションセンター研究所研究員、当センター理学療法

士の6名のパネリストの発表後、ディスカッシ∃ンを行しヽました。それぞれ

の専門分野から多彩な意見が出されました。
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第3回市民講座 「家庭でできる腰痛・肩こり体操Jを開催

司||キ陳きFP目

当センターで|よ、地域の方々と交流し、センターを矢□つ

て頂くことを目的に、今年|よ4回市民講座を開催する計画

が立てられていました。訓練部門で|よ11月30日に近隣地

域の方を対象に 「家庭でできる腰痛 ・肩こり体操」という

テーマで市民講座を開催しました。今回の市民講座|よ、7

月開催の身体介護(ケア)講座、9月開催のトールベイント・

手織り講座に続いて3回目の開催となりました。

当日|よ、参カロ者に実際に腰痛体操と肩こり体操を行なつ

ていただきました。 腰痛に|よ腹筋・背筋の筋力低下、普段

の姿勢や、身体の柔軟性が大きく関与していると言われており、前半|よ腰痛体操として、腹筋 ・背筋の筋力増強

法や体幹・股関節・アキレス腱などのストレッチング法の実演を行いました。後半|よ肩こり体操として、首・肩の筋

力増強法やストレッチング法と、自宅でも簡単に準備できるタオルやペットボトルを使用した体操法の実演を行

いました。講座中|よ、みなさん真剣に取り組みしつかり体操を覚えて頂いたようです。また、予定していた体操以

外にも参力B者から質問のあつた般関節や膝関節の運動についてもアドバイスを行いました。講座終了後、参all者

の方から「来た時よりも体が軽くなつた」「家庭でも続けてしヽきたしヽ」などの声が聞かれました。今回の講座で学

んだことをこ家庭でも継続して行うことで、腰痛 ・肩こりの緩和や予防に繋げて頂ければと思います。次回|よ、2

月15日に第4□市民講座として レ《ソコン初心者のためのSkype活 用体験講座」を行なう予定です。

青 山 小 学 校 に て 体 験 学 習 を 開 催

訓練部門

12月5日に青山小学校にて56年 生を対象に障害体験

学習を行いました。5年生|よ、障害者体験として①車いす

の操作方法 ②車いすで介助される。介助する体験③車い

すの基本構造と取り扱しヽ方としヽう3つのテーマで体験学

習をしました。車いす乗車体験で|よ、|よじめ|よ恐る恐る乗

車してしヽた生徒も、後半に|よ後進や方向転換も上手く操

作できていました。また、車いすの介助方法や当事者・介

助者の気持ちを理解してもらうため、車いすを使用し、段

差や坂道での介助方法の体験学習を行いました。

体験終了後に|よ「街で車いすの方を見たら助けてあげたい」等の感想も聞かれました。6年生|よ、重度障害者が

普段どのような福祉用具を用しヽて生活しているかを体験するため、食事支援ロボット(マイスプ■ン)を操作してお

菓子を食べる体験や、着替えや整容に使用する自助具を実際に使用してもらいました。重度障害者がなぜこのよ

うな福祉用具を使用しなければならないのか、ということを学んでもらえたので|よないかと思います。

体験学習終了後に|よ、生徒の皆さんの温かしヽ言葉が詰まつた寄せ書きを頂き、ありがとうこざいました。また、

校長先生を|よじめ、こ協力いただいた学校関係者の皆様にも感謝申し上げます。
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センターにおける褥糟対策について 医 務 課

褥嬉|よ、脊髄損傷者によく見られる合併症で、発生してしまうとり八ビリテーションや生活の大きな妨げとなり

ます。当センターにおいても利用者の皆さんが社会復帰に向け日々訓線に励む中で、褥嬉を発生してしまうこと

があります。一番大切なの|よ、福嬉予防ですが、残念ながら褥盾が発生した場合に|よ、医務課を中心とした関係

職種が連携し治癒に取り組むことになります。今回|よ、当センターにお|する褥嬉対策について紹介します。

1.頸髄損傷者における福清好発部位

頸髄損傷者の褥清好発部位として|よ、坐骨、仙骨、尾骨、踵、外操、第5中足3部 、第1及び第5足指、脊柱等にみ

うけられます。

2.褥清の原因

脊髄損傷者の褥嬉|よ、長時間の同一体位、長時間の車いす乗車による皮膚の圧迫、移乗時などに起きる打撲・

擦り傷、ベッド上座位時などに起きる臀部のすれ、やけどなどの外傷、便・尿・汗などによる汚染や湿潤、栄養状態

が悪いことなどが原因となり生じます。

3.福清の段階 (程度)

褥嬉に|よ段階 (程度)があり、その一つとしてI度 (発赤あり)、工度 (水庖、びらんあり表皮から真皮にいたる浅

い皮膚欠損あり)、皿度 (皮下組織にいたる欠損、ポケット形成が見られることもある)、Ⅳ度 (筋層、骨に至る欠損、

ポケットや空洞が見られる)の段階にわける方法があります。I度～皿度|よ手術などを行わす、薬の塗布などによ

る保存療法により治癒が可能ですが、皿度でも状態 (ポケット形成など)により手術をしなければならなしヽもの

もありますし、保存療法に|よ時間がかかります。回度～Ⅳ度|よ手術の適応になります。

4.予 防 対 策

褥嬉好発部位|よ、普段から注意深く皮膚を観察し除圧に努めます。便や尿が長時間直接皮膚に触れることに

より皮膚障害を起こし、発赤、びらん、漬瘍にまで進行してしまう場合があります。湿潤でふやけた皮膚|よ、体位

変換などで皮膚に摩擦やズレなどが生じると簡単に傷付きますので、便 ・尿・汗などで汚染や湿潤した場合|よ速

やかに洗い流し乾燥させます。車しヽすクッションやマットレス|よ体圧分散効果の高いものを使用します。また、褥

嬉既往部などに|よ、予防的にクッシ∃ンなどで除圧をすることもあります。PTで |よ圧測定システムで圧沢」定 (写真

1)を行い客観的なデータを示し、車いすクッション選びや座位・臥位姿勢の調整、車いす上・ベッド上での除圧方

法などをアドノヾイスしています。

5.発生時の対策

ます|よ、原因を究明します。その後、I～Ⅲ度の場合|よ、保存療

法を行います。看護|よ、医師と適切な処置を行なうとともに、介護

と協力しベッド上安静、体位交換を実施し褥嬉部分の除圧や坐位

時間・車いす乗車時間の制限を行ないます。ベッドのマットレス|よ、

褥店の状態によつて|よ体位変換機能付エアマットレス等に交換し

ます。またOTや PTとともにクッシ∃ンなど様々な物を使用し倉」部

の徐圧や姿勢保持を工夫します。足指、足底部などの褥嬉|よ、車

いすのステップにクッション (写真2)を取り付け徐圧を行ないま

す。これらの対策によつてもなお改善が見られない場合、外科的

治療を検討します。また、これらの1青報を各職員が共有し共通認

識の下対応します。今年度|よ、上記のような取り組みを行なつて

しヽますが、来年度以降も福嬉対策に積極的に取り組む予定です。

写真 1)座 圧測定システムによる圧演」定風景

車いすステップの工夫
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終 了 生 の 状 況

(平成24年 7月1日～平成24年 11月

復帰形態 家庭復帰 就 職
自営 ・

内 職
現職復帰

就労支援

施  設
他施設 病 院 進 学 その他 計

人 数 0 0 0 0 2 0 0 0 13

比率(0/0)84.6 0 0 0 0 15.4 0 0 0 100.0

利用者募集のこ案内

当センターは、厚生労働省が設置・運営する指定障害者支援施設です。重度の肢体

不自由のある方 (主に頸髄損傷等による四肢麻痺者)を対象に社会復帰に向けた支援
を行っています。

ご利用できるサービスは以下の通りです。

①自立訓練 (機能副1練)
理学療法、作業療法、スポーツ訓練、職能訓練です。

利用期間については、利用開始後の評価に基づき作成した個別支援計画書に定め

た期間となります。障害者自立支援法上の標準利用期間は1年6か月間です。(頚髄損

傷による四肢の麻痺その他これに類する状態にある方は最大3年間です。)
①施設入所支援

自立訓練 (機能訓練)を利用される方で、自宅から通所が困難な方のために、看護・

介護等の支援を受けながら宿舎の利用が可能です。

詳細は、次のURLか ら当センターのホームページをご参照下さい。
http://www口rehab.go.jP/beppu/

なお、当センターの概要や利用申込み手続き、見学などのお問い合わせについては、
下記までご相談ください。

お 問 い 含 せ 先

国立障害者りAビ リテーションセンター 自 立支援局

胃J府重度障害者センター 支援課

住 所 〒 874-0904 大 分県別府市商荘園町 2組

電 話  0977-21-0182体 目談・受付窓口直通)
FAX  0977-21-2794

E―mai1 50udan@beppu― nrh.9o.jp

※センターだより第 78号 は、平成 24年 8月から平成 25年 1月までの行事等の内容について記載しております。

発 一丁 別 府 重 度 障 害 者 セ ン タ ー
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